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このたび 、鹿児島大学 ・大学院を御卒業 ・

修了されます学生の皆様と保護者の皆様に

心からお祝い申し上げます 。御卒業される

学生の皆様にとって、鹿児島大学・大学院で

の学生生活はいかがだったでしょうか。

思 え ば 約 3 0 年 前 、 私 は エ ア コ ン の な い

1 0 1号教室で、夏は汗だくになりながら、冬

は寒さに震えながら授業を受けていました 。

いま思い出すと、もっといろんなことを学ん

でおけばよかった、いろんな経験をしておけ

ばよかった、せっかくの環境をもっと活かす

ことができればよかったと感じます 。でも、

その一方で 、大学時代に考えたことや感じ

たことが 、今の自分の基礎になっていると

も思っています。

さあ 、皆さんのモラトリアムの時期は終わ

ります。社会に旅立っていく皆さんの心の中

は、何で満たされていますか。期待でしょう

か 、それとも不安でしょうか 。いま 、世界は

これまでになく大きな変革の波にさらさせ

ています 。 1 0年後と言わず 、 １ 年先であっ

ても、これまでの当たり前が、これからはそ

うでなくなるかもしれない。そんな漠然とし

た不安が目の前に漂っているように感じる

人が少なくないのではないでしょうか。

さて 、皆さんには、自分を励ましてくれる

「歌 」がありますか ?冒頭に引用した歌詞は

私が好きなアーテ ィス ト のアルバム収録曲

です。仕事をしていると、いろんなことが起

きます。良いことも楽しいこともたくさんあ

る一方で、トラブルに巻き込まれて腹を立て

それは自分のせいじゃないと愚痴のひとつ

もこぼしたくなることもあります 。そんな時、

私は心の中で、そっとこの曲を思い出し 、息

をゆっくりと吐き出します。

どんなに技術が進歩しても、世の中の仕組

みが変わっていっても 、 根底にあるのは人

の人とのやりとりです 。それぞれの人が、そ

れぞれの場所で周りの人たちと手をつなぎ

自分の役目を果たしながら信頼を積み上げ

ていく。たまにはハラスメントに遭遇するか

もしれません。逃げたくなるときもあります。

そんな時は、ひと呼吸おいて、周りを見渡し

てみてください 。使える法律や制度はない

か、助けてくれる人はいないか、落ち着いて

考えてみましょう 。視野が狭くなると 、人間

は自分を追い込んでしまうものです 。また、

すべてを白黒はっきりさせようとせず、曖昧

なことを曖昧なままで受け入れることも、こ

れからの時代には必要です。

何かあったら、好きな歌を思い出しながら

ひと呼吸おいて考える。これって、簡単なよ

うで実は難しいことなのですが、これができ

ると 、 あなたの世界は少しだけ穏やかにな

れるかもしれません。

最後に 、この １年間 、皆様からさまざまな

形で御支援を賜りましたことについて、この

場をお借りして厚く御礼申し上げます。また

教職員の皆様方におかれましても 、 学生に

対する教育活動に御尽力いただき 、 ありが

とうございました。会員の皆様におかれまし

ては、大学の教育目標を効果的に達成する

ために、今後とも本会の趣旨を御理解の上、

引き続き御支援を賜りますよう、よろしくお

願い申し上げます。

後援会会長あいさつ

法文学部後援会長 奥田 純一

ボクのせいじゃないと 口に出してしまったら

そこから先には 道はない

自分のせいだと思えばいい そして自分を変えればいい

( B ’ z : T i m e F l i e s アルバム 「M A G I C 」 収録 , 2 0 0 9年 )

「 いつも心に好きな歌を 」



法文学部長あいさつ

法文学部長（後援会顧問） 藤内 哲也

法文学部後援会会員の皆様には 、平素よ

り法文学部・人文社会科学研究科・臨床心理

学研究科の教育研究活動にご理解とご支援

を賜り、まことにありがとうございます。

法文学部・人文社会科学研究科・臨床心理

学研究科を卒業・修了する学生・院生のみな

さん 、 そ して これまでご家族の大学生活を

支え 、応援してこられた後援会会員の皆様

に、教職員を代表して心よりお祝い申し上げ

ます。本学での学びと経験を胸に、新たな世

界へ羽ばたこうとしているみなさんのご活

躍を心から願っています。

さ て 、 2 0 2 5 （ 令 和 7 ） 年 は 「 昭 和 」

（ 1 9 2 6年 1 2月～ 1 9 8 9年 1月 ）の 1 0 0年

目に当たり 、 法文学部附属 「 鹿児島の近現

代 」教育研究センターでも関連イヴェントを

開催しました。会員の皆様の多くは、おそら

くその 1 0 0年間の真ん中あたり 、すなわち

昭和 5 0年前後にお生まれの世代かと存じ

ます。 「昭和 」という時代は、イギリスの歴史

家 E ・ ホ ブ ズ ボ ウ ム の い う 「 短 い 2 0 世紀 」

（ 1 9 1 4年の第 1次世界大戦勃発から 1 9 9 1

年のソ連崩壊まで ）にほぼ重なっています 。

1 9 7 0 （ 昭 和 4 5 ） 年生まれの私にとって 、

「 昭和 」は大学受験を目前に控えた高3の 1

月に幕を閉じましたが、同年9月のベルリン

の壁崩壊に始まる東欧革命から 2年後のソ

連の解体に至る一連の出来事とあいまって 、

まさに日本の 、そして世界の大きな転換点

に立ち会っているのだと実感させられまし

た 。 もともと日本史に関心があったにもか

かわらず 、大学で専門分野を決める際に西

洋史を選択することになったのは、こうした

世界史的な出来事を目の当たりにしたから

かもしれません。

残念ながら、冷戦構造の崩壊によって世界

の平和と安定がもたらされるのではないか

という淡い期待は裏切られ 、2 1世紀も四半

世紀が過ぎたにもかかわらず 、国際世界は

混迷の度を深め 、むしろ軍拡競争と偏狭な

ナショナリズムの時代へと逆行しているかの

ようです。また、貧困や格差の拡大、社会の

分断と対立といった問題は 、日本において

も世界においてもますます深刻化しつつあ

ります 。こうした混沌とした時代にあって 、

人文学や社会科学の多彩な分野について学

び、現代世界の抱える諸問題に向き合って、

その解決に挑むための専門的な知見や技能

を修得してきたことは、これまで以上に重要

な意義を持つのではないでし ょうか 。一人

ひとりの力には限りがあるかもしれません

が 、不断の努力の積み重ねこそが社会のさ

まざまな課題の解決につながると信じ 、 こ

れからもそうした自覚と責任をもって行動

できる人材の育成に励みたいと考えていま

す。

今後とも法文学部 ・人文社会科学研究科・

臨床心理学研究科の教育研究活動へのご理

解とご協力を賜りますよう、心よりお願い申

し上げます。

法文学部 1号館



臨床心理学研究科

大学院臨床心理学研究科

研究科長 廣瀬 幸市

令和７年度より臨床心理学研究科長となりました廣瀬

幸市です。法文学部後援会会員の皆様には 、日頃より本

研究科の教育 ・研究活動にご理解ご支援を賜り、心より

感謝申し上げます。

一向に出口が見えないウクライナ情勢に加えて、大国が

自国の論理で侵略を正当化する動きが再来する等 、国際

政情不安は益々混迷を深めるばかりで、国内の経済循環

への影響だけに止まらず 、国民の暮らしに深い影を落と

して不安を醸成しています。 S N Sの人間関係に習熟でき

ないまま人間形成の大切な時期を過ごしている大学生た

ちを身近に見ながら、現代社会において人格形成を行う

ことの大変さを感じています。一方で、人々のこころの支

援に携わろうとする院生たちが自らの関わり方に思いあ

ぐねながら日々の臨床心理実践に取り組む姿に 、急激な

時代の変化を痛感させられます。生成A Iの浸透によるこ

ころの形成の変容に対して 、教員にとっても自らが教え

られてきた通りの内容をそのまま教授するのでは済まな

い支援のあり方を模索し続けさせられています 。これま

で以上に院生たちが修了後も自らの領域で接する支援者

に向き合えるよう、教育・指導に腐心しています。

さて、令和７年度は「臨床心理士養成に向けた学外施設

実習に係る交通費補助 」 １ ３件 、 「就職活動に係る交通費

補助」５件を始め、 「入試説明会における体験発表者に対

する謝金」2件他、多面的にご支援をいただき、厚く御礼

申し上げます 。以下に 、本研究科の令和７年度の主な活

動を報告いたします。

本研究科は、令和６年度に研究科設置 1 9年を迎え、全

国から受験生が集まり 、法文学部からの受験生も増えて

います。先日、令和８年度生に 1 6人の合格者を出したと

ころです 。この間 、公認心理師資格取得者は直近５年間

で 9 8 . 4％の高水準を維持しています 。また 、臨床心理

士 試 験 合 格 率 は 、 1 8 期 生 を 含 め た 修 了 生 全 体 で

9 7 . 2％の高さを維持しています。就職率は、令和７年度

修了予定生は公務員心理職に４人が合格しており 、心理

職として全員就職を目指しています 。修了後は全国各地

でお役に立てる心理士として羽ばたいていくことが期待

されます 。上記の詳細は 、臨床心理学研究科ホームペー

ジに掲載していきますので、宜しければご覧ください。

https:// cp.leh.kagoshima-u.ac.jp

臨 床心理分野専門職学位課程 と し て

国立大学初の独立研究科。臨床心理分

野の高度専門職業人として、深い学識

と 卓 越 し た 能力 及 び 職 業倫 理 を 身 に

つけ 、国民のこころの問題に即応した

心理支援ができる臨床心理士を養成

することを教育目標としています 。公

認 心 理師 につ いて は 、 大 学 （ 学 部 ） で

指定科目を修得して卒業し、かつ本研

究科入学後、本研究科が指定する公認

心理師対応科目を修得することで、受

験資格を得ることができます。

大学院臨床心理学研究科



就職支援室

皆様 、 こ んにちは 。私は 、令和 ６年度から

法文学部の学生の皆さんへの就職支援のた

めのアドバイスを行っています。

私自身は 、 それ以前も就職支援などのた

めの鹿児島大学全学部の学生を対象とした

講演を行ったり 、シンポジウムでのコーディ

ネーターを務めたこともあります 。また 、鹿

児島県庁に勤務していた当時は人事課にて

人事主幹などとして２回勤務しており 、これ

らの様々な経験 ・知識 ・ ネットワークなどを

活かし積極的に取組を進めています。

このような取組の結果、学生自身の努力の

賜物ですが 、今春卒業予定者では 、国家公

務員の一般職（九州農政局）や航空管制官を

始め、地方公務員の鹿児島県庁、宮崎県庁、

佐賀県庁 、福岡県庁 、鹿児島市役所などの

他 、民間企業の鹿児島銀行 、三菱電機住環

境システムズ、イオン九州などに合格してい

ます 。合格者からは 、当方とのＥ Ｓや論文作

成のやり取り 、模擬面接などが大変有効で

あったと伺っており、嬉しく思っています。

現在は、来春卒業予定者を中心にアドバイ

スを行っているところで 、現役の市町村職

員や 、民間企業への就職が決まった学生に

も御来室いただき 、前者からは公務員を選

択した理由や仕事を通じての喜び ・苦労な

どについて、また、後者からは民間企業を選

択した理由や就職活動で気をつけることな

どについて話してもらったりもしています。

そのような中で 、当方が 、 （ Ｎ Ｐ Ｏ法人 ） コ

ンソーシアム黎明の理事長や、いちき串木野

市多文化共生推進懇話会の会長を務めてい

ることなどから 、昨年１０月９日 （木 ）に鹿児

島市立美術館にて 「美術鑑賞会」を開催しま

した。

この鑑賞会には 、いちき串木野市の留学

生や特定技能外国人材の他 、法文学部の学

生にも参加してもらい交流会も行いました。

参加した学生にとっては 、就職活動におい

て 、国際交流活動への参加経験ということ

で 「 ガクチカ 」 としてもアピールできる機会

になったものと思います。

また 、昨年１ ２月 ３日 （ 水 ）には 、山本一哉

副学部長（教授）などの御協力もいただきな

がら 「 企業等説明会 」 を開催しました 。 この

説明会には、県内外の１ ０企業等 （鹿児島県

人事委員会事務局、島津興業、新日本科学、

南九州ファミリーマート 、商工中金など ）が

参加され 、各企業等の概要説明の後 、個別

ブースでの面談を行っていただきました。

参加した学生からは、企業等のことを知る

とともに 、今後の求職活動をどのように行

うかということについて 、 よい学びの機会

になったと好評でした。また、全学部対象の

キャリア形成支援センターの説明会との比

較では 、個別ブースでのやり取りの前に全

ての企業等の話が聞けてよかったとのこと

や 、参加企業等が当方と御縁のあるところ

であったため 、安心感があり個別ブースで

のやり取りもリラックスして行えたというこ

とでした。

参加企業等と学生の双方にとって実りあ

る説明会になったのではと思っています。

さらに、これらの方々から 、是非説明会を

今後も開催してほしいとの要望もありまし

たので 、必要な見直しなども行いながら来

年度の説明会を企画したいと考えています 。

就職活動は、学生によってスタートの時期

にばらつきがありますが、少なくとも現在の

企業等の求人活動（ インターンシップや内定

の時期など）を見る限りでは、その評価はと

もあれ、早めのスタートをお勧めしたいと思

います。

現在、国際的にも国内的にも難しい課題 ・

問題が山積していますが、そうであるからこ

そ、学生が 、公務員 ・民間企業を問わず 、で

きる限り自身の希望に沿う就職選択ができ

るよう 、引き続き 、きめ細やかなアドバイス

に努めていきたいと考えています。

就職支援室の相談対応日は、原則として毎

週月 ・水 ・金曜日の午後ですが、毎月末頃に

翌月 ・翌々月の相談対応予定日のチラシを

法文学部ＨＰの 「 お知らせ 」 にアップしてい

ますので、皆様におかれましては 、このチラ

シも御覧の上 、お子さん方に就職支援室を

積極的に活用するようアドバイスいただくな

ど、引き続き御支援・御協力をよろしくお願

いいたします。

就職支援室長（就職支援アドバイザー） 灰床 義博

就職支援室
原則月・水・金午後１時～５時

法文学部１号館１階

令和７年度の取組など



就職内定率グラフ（令和８年２月１日現在）

法文学部後援会では就職支援を目的に学生支援事業を実施しています

法文学部独自の

就職支援室の運営

就職支援アドバイザーによる

就職相談、模擬面接指導

就活交通費支援

県外の就職活動に係る交通費

の一部支援をしています

各種検定料支援

在学中に受験した資格試験・

外国語検定等の受験料

の一部支援をしています

※その他にもさまざまな就職支援事業を実施しています

後援会就職支援事業

支援実績（令和８年２月１日現在）
学部・院生 計３7名
採用試験／面接／個別説明会／
合同企業説明会（ガイダンス）／
官庁訪問／内定者説明会 等の
参加に係る交通費の一部支援

支援実績（令和８年２月１日現在）
学部・院生 計30名
TOEIC／実用英語技能検定／
IELTS試験／韓国語能力試験／
HSK（漢語水平考試）／ドイツ語
技能検定試験／秘書技能検定／
ＩＴパスポート試験／情報処理安
全確保支援士試験／宅地建物取
引士資格試験／鹿児島県保育士
試験／行政書士試験／一種外交
員資格試験 等の受験料の一部
支援

模擬面接指導、エントリーシート
添削、論文作成のアドバイス、そ
の他就職相談、法文学部独自の
企業等説明会の開催
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私は在学中に海外留学を経験し、そこで身

につけた英語力を生かせる職に就きたいと

考え 、航空管制官を第一志望として採用試

験を受験し 、 無事に合格をいただくことが

できました。本試験は、一次試験が宮崎、二

次試験が福岡 、三次試験が大阪と 、受験地

が毎回異なる長期戦であり 、精神面だけで

なく金銭面での負担も大きい試験でした。

就職活動支援の存在を知ったのは 、二次

試験の準備を進めている時で 、友人の勧め

をきっかけに法文学部後援会事務局を訪れ

ました 。 鹿児島に住む私にとって遠方への

移動や宿泊は試験を受ける上での大きな障

壁であり 、費用面の支援は非常にありがた

いものでした。本支援があったからこそ 、安

心して試験に集中することができたと感じ

ています。

面接等の対策では、法文学部棟 1階の就職

支援室を利用させていただきました 。生協

などの公務員講座を受講していなかった私

にとって面接指導をしてくれる唯一の場所

で 、面接だけでなく E Sなどのアドバイスも

頂きでとてもお世話になりました。

後輩へのアドバイスとして 、就職活動を早

めに始めることの重要性を伝えたいです 。

私は大学の硬式野球部に所属しており 、部

活動と就職活動の両立に苦労しました 。野

球に打ち込み就職活動を蔑ろにした私が就

職活動で苦労したのは言うまでもありませ

ん。限られた時間の中でも、早い段階から情

報収集を行うことが 、将来の選択肢を広げ

ることにつながると学びました。先輩たちか

ら同じことを伝えられていた１ 、 ２年生の頃

の自分は 、 「 そうは言ってもどうにかなる 」

とどこかで安心してしまっている状況でし

た。自分が当事者になると、その意味が痛い

ほどわかり後悔することになります。就職活

動は早いうちからスタートをしていないと勝

負すらさせてもらえない残酷な世界です 。

私はスタートが遅すぎたせいで、かなり狭い

選択肢の中から希望の職種を見つけるしか

ありませんでした 。そうならないためにも 、

将来の自分のために 、時間がある今のうち

にできることから始めておくことが大切な

のかなと感じます。

人文学科４年 中島 倫太郎

私は公務員を志望し、地元である佐賀県を

第一志望としながら受験日程が異なる東京

都特別区を併願先として就職活動を開始し

ました。就職活動を始めた当初は、佐賀県の

単願を想定し 、試験対策や自治体研究も地

元に焦点を当てて進めていました 。しかし 、

様々な自治体の施策や将来像に触れ 、自身

の進路について改めて熟考する中でより広

い視野で可能性を探りたいという思いが強

くなり、試験の約2か月前という時期に東京

都特別区を併願することを決意しました。

一方で、遠方での受験には多くの課題も伴

いました。特に、試験会場までの交通費や宿

泊費は想像以上に大きな負担であり 、経済

的な不安を強く感じました 。加えて、公務員

試験の就職活動は基本的に自己負担で 、試

験勉強の時間を確保するため、アルバイトの

時間も制限せざるを得ない状況でした 。 そ

のため限られた収入の中でどのように就職

活動を続けていくか大きな悩みを抱えてい

ました。そのような中、後援会による交通費

支援制度の存在を知ることができました。こ

の制度は 、金銭面で不安を抱えていた私に

とって非常に心強いものであり、支給してい

ただいた補助金のおかげで遠方である東京

の試験会場にも安心して足を運ぶことがで

きました。これほどまでに多くの費用と時間

そして精神的な労力を要するとは想像して

いませんでした 。 不安や迷いを感じる場面

も多くありましたが、後援会をはじめとする

多くの方々からの温かい支援や助言に支え

られたことで、最後まで前向きに取り組むこ

とができました。その結果、限られた選択肢

の中で妥協することなく 、 その時点で自分

自身が本当に納得できる選択をすることが

できたと感じています 。この経験を通して 、

何事も一人で抱え込もうとするのではなく、

周囲の方々や専門の機関に相談し 、助けを

求めることの大切さを改めて実感しました。

支援を受けることで自分の可能性を広げ 、

より良い選択をするための大切な手段であ

ると学びました。

これから就職活動を始める方々には、まず

自分が何をしたいのか 、 どのような将来を

描きたいのかをじっく りと考えてほしいと

思います。そして、不安や困難に直面した際

には一人で抱え込まず周囲の力を上手に活

用しながら 、 前向きに就職活動に取り組ん

でいっていただきたいです 。最後になりま

すが、後援会の事務局の皆様をはじめ、温か

いご支援を賜りましたすべての皆様に、この

場をお借りして心より御礼申し上げます。誠

にありがとうございました。

臨床心理学研究科２年 森 優介

支援を受けた学生による成果報告 （就職活動に係る交通費の一部支援）




